
福井工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 電気回路Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0046 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 電気電子工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 小郷 寛  原著：　「基礎からの交流理論」　電気学会
担当教員 山本 幸男
到達目標
(1) 電気回路において，数式が表現している現象の電気電子工学的意味を正しく理解できる。
(2) 電気回路に関する問題で，基本方程式を立てて正解を求めることができること．与えられた課題を提出期限を守ってきちんと提出できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

電気回路に関連する問題解法能力 応用的な問題に対する解法が示せ
る。

基礎的な問題に対する解法が示せ
る。 充分な解法が示せない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 RB2
JABEE JB3
教育方法等

概要
正弦波交流回路解析の知識を基に、実際の電気・電子機器・伝送回路で多く見られる非正弦波交流の取り扱い方および
回路解析方法の理解を図る。また、直流および交流回路の電源投入、除去時等の過渡現象の物理的な意味を理解し、解
析方法についての基礎理解を図る。

授業の進め方・方法
具体的な事例を示した交流回路動作・その物理的な意味に関する講義と演習を行い、さらに授業外学修のための課題
（予習復習、演習問題・授業内容に関する調査・考察）を課す。これにより、直流・交流回路の解析、計算能力を養成
する。

注意点

本科目は学修単位科目である。
本科（準学士課程）： RB2(◎), RE1(◎)
環境生産システム工学プログラム:JB3(◎)
「この科目は、学修単位Ｂ（３０時間の授業で１単位）の科目である。
　ただし、授業外学修の時間を含む。」

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバスの配布＆説明および到達度の確認 授業の概要を把握する。
2週 回路の諸定理：　重ねの理 重ねの理を理解する。
3週 テブナンの定理 テブナンの定理を理解する。
4週 最大電力伝達定理 最大電力伝達定理を理解する。
5週 三角結線 三角結線を理解する。
6週 星型結線 星型結線を理解し、三角結線との変換ができる。

7週 中間試験 前期の中間試験として、これまでの学習項目がひと通
り理解できているか確認する。

8週 中間試験の返却、正弦波交流とひずみ波交流 前期中間試験の結果を確認する。ひずみ波と正弦波と
の違いを理解する。

2ndQ

9週 ひずみ波の分解 ひずみ波の分解の概念を理解する。

10週 三角関数によるフーリエ級数、波形の対称性 フーリエ級数の基礎を復習する。波形の対称性につい
て理解する。

11週 ひずみ波交流の波形分析 簡単なひずみ波交流を波形分析できる。
12週 ひずみ波交流の実効値 ひずみ波交流の実効値を理解する。

13週 R-L回路、R-C回路 RL回路およびRC回路におけるひずみ波交流について理
解する。

14週 ひずみ波交流電力 ひずみ波による電力について理解する。

15週 学習のまとめ 前期のまとめとして、各学習項目の理解度を確認する
。

16週

後期 3rdQ

1週 定常状態と過渡状態、初期条件 定常状態および過渡状態について理解する。また、初
期条件についても理解する。

2週 RL直列回路における直流電源投入時の過渡現象 RL直列回路において直流電源が投入された場合の過渡
現象を理解する。

3週 RL直列回路における直流電源除去時の過渡現象 RL直列回路において直流電源が除去された場合の過渡
現象を理解する。

4週 RC直列回路における直流電源投入時の過渡現象 RC直列回路において直流電源が投入された場合の過渡
現象を理解する。

5週 RC直列回路における直流電源除去時の過渡現象 RC直列回路において直流電源が除去された場合の過渡
現象を理解する。

6週 RLC直列回路における直流電源投入時の過渡現象（非
振動的）

RLC直列回路において直流電源が投入された場合の過
渡現象（非振動的な場合）を理解する。



7週 RLC直列回路における直流電源投入時の過渡現象（振
動的）

RLC直列回路において直流電源が投入された場合の過
渡現象（振動的な場合）を理解する。

8週 RLC直列回路における直流電源除去時の過渡現象 RLC直列回路において直流電源が除去された場合の過
渡現象を理解する。

4thQ

9週 中間試験 後期の中間試験として、これまでの学習項目がひと通
り理解できているか確認する。

10週 試験返却と解説、RL直列回路における過渡現象（交流
電源）

後期中間試験の結果を確認する。RL直列回路の交流電
源に対する過渡現象を理解する。

11週 RC直列回路における過渡現象（交流電源） RC直列回路の交流電源に対する過渡現象を理解する。
12週 LC直列回路における交流電源における過渡現象 LC直列回路の交流電源に対する過渡現象を理解する。

13週 RLC直列回路における交流電源における過渡現象（非
振動的）

RLC直列回路の交流電源に対する過渡現象（非振動的
な場合）を理解する。

14週 RLC直列回路における交流電源における過渡現象（振
動的）

RLC直列回路の交流電源に対する過渡現象（振動的な
場合）を理解する。

15週 学習のまとめ 後期のまとめとして、各学習項目の理解度を確認する
。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリ
オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 0 0 100
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0 0


